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(57)【要約】
【課題】仕上げ材を確実に釘で固定できる床暖房ユニッ
トを提供する。
【解決手段】放熱部材（２）と、長手方向の一部で所定
の隙間（Ｚ）を有する形で分割した小根太４を短手方向
に所定間隔で並設し、前記隙間から前記放熱部材の一部
を挿通させた状態で前記小根太間に前記放熱部材を配設
した基材３と、該基材の上面３ａに敷設され前記小根太
の設置位置に対応した釘打ち可能範囲を表示するマーキ
ング６が施された均熱板５と、該均熱板の上面５ａに前
記小根太の長手方向に沿って複数並設され、該並設方向
両端面に形成した接合部７０，７１のうちの一方に前記
マーキング位置に合わせて釘１０をうち、前記接合部の
うちの他方で前記釘を隠すように接合する仕上げ材７と
、を備えた床暖房ユニット１であって、前記マーキング
は、前記小根太の分割した縁部４ｂから所定寸法内側に
対応する位置に施されていることを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放熱部材と、
　長手方向の一部で所定の隙間を有する形で分割した小根太を短手方向に所定間隔で並設
し、前記隙間から前記放熱部材の一部を挿通させた状態で前記小根太間に前記放熱部材を
配設した基材と、
　該基材の上面に敷設され前記小根太の設置位置に対応した釘打ち可能範囲を表示するマ
ーキングが施された均熱板と、
　該均熱板の上面に前記小根太の長手方向に沿って複数並設され、該並設方向両端面に形
成された接合部のうちの一方に前記マーキング位置に合わせて釘をうち、前記接合部のう
ちの他方で前記釘を隠すように接合する仕上げ材と、を備えた床暖房ユニットであって、
　前記マーキングは、前記小根太の分割した縁部から所定寸法内側に対応する位置に施さ
れていることを特徴とする床暖房ユニット。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記マーキングの前記所定寸法は、前記接合部の釘打ち面から前記小根太の下面までの
寸法以上であることを特徴とする床暖房ユニット。
【請求項３】
　請求項１または請求項２において、
　前記マーキングは、前記隙間を挟んで対向する前記小根太の２つの縁部から前記所定寸
法内側に対応する位置に施されていることを特徴とする床暖房ユニット。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、床暖房ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、床の仕上げ材の下に温水、不凍液、ガス、蒸気等の熱媒体が流通するパイプ
や電気ヒータなどの放熱部材を基材に設け、放熱部材が発する熱を床表面に伝えて床暖房
を行う床暖房ユニットが知られている。このような床暖房ユニットの基材には、基材の上
面に仕上げ材を固定する釘を打ち込むため、小根太が所定間隔毎に設けられている。しか
しながら、小根太が配された基材の上面には均熱板が敷設されて覆われるため、仕上げ材
を施工する際に小根太の設置位置が視認できない。
　そこで、特許文献１及び特許文献２には、均熱板に小根太の位置をマーキングしたもの
が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】実開平６－４０７１８号公報
【特許文献２】特開２００３－２７６９６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　この場合、施工者は、均熱板のマーキングが施されている位置に小根太が設置されてい
るとして、仕上げ材の両端面に形成された接合部のうちの一方に、上述のマーキング位置
に合わせて釘をうち、接合部のうちの他方で釘を隠すように接合し、仕上げ材を敷設して
いく。
　しかし、このとき、釘は斜めに所定の釘打ち角度で釘打ちされるので、小根太に打ち込
まれず、基材や放熱部材に打ち込んでしまう場合がある。また小根太に釘を打ち込めても
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、釘胴部が小根太の一部にしか至らない場合は釘の保持力が不足し仕上げ材を強固に固定
することができず、仕上げ材の浮き、目隙、音なり等の不具合の要因となる。
【０００５】
　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであり、仕上げ材を確実に釘で固定できる床
暖房ユニットを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明に係る床暖房ユニットは、放熱部材と、長手方向の
一部で所定の隙間を有する形で分割した小根太を短手方向に所定間隔で並設し、前記隙間
から前記放熱部材の一部を挿通させた状態で前記小根太間に前記放熱部材を配設した基材
と、該基材の上面に敷設され前記小根太の設置位置に対応した釘打ち可能範囲を表示する
マーキングが施された均熱板と、該均熱板の上面に前記小根太の長手方向に沿って複数並
設され、該並設方向両端面に形成された接合部のうちの一方に前記マーキング位置に合わ
せて釘をうち、前記接合部のうちの他方で前記釘を隠すように接合する仕上げ材と、を備
えた床暖房ユニットであって、前記マーキングは、前記小根太の分割した縁部から所定寸
法内側に対応する位置に施されていることを特徴とする。
　また本発明において、前記マーキングの前記所定寸法は、前記接合部の釘打ち面から前
記小根太の下面までの寸法以上としてもよい。
　さらに本発明において、前記マーキングは、前記隙間を挟んで対向する前記小根太の２
つの縁部から前記所定寸法内側に対応する位置に施されているようにしてもよい。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係る床暖房ユニットによれば、仕上げ材を確実に釘で固定できる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】（ａ）は本発明の一実施形態に係る床暖房ユニットの構成を説明するための模式
的分解斜視図であり、（ｂ）は同床暖房ユニットの均熱板に施されるマーキングと小根太
の設置位置の関係を説明するための模式的平面図である。
【図２】同床暖房ユニットの仕上げ材を固定する釘打ち角度と、マーキングが施される位
置の関係を説明するための模式的断面図である。
【図３】同床暖房ユニットの施工例を示す模式的斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に本発明の実施の形態について、図面に基づいて説明する。
　本実施形態に係る床暖房ユニット１は、放熱部材の一例として示す熱媒体が流通するパ
イプ２と、パイプ２と小根太４とが設けられた基材３と、仕上げ材７を固定する釘打ち可
能範囲を表示するマーキング６が施された均熱板５と、仕上げ材７とを備えている。均熱
板５に施されたマーキング６は、小根太４の分割した縁部４ｂから所定寸法Ｘ（図１（ｂ
）、図２参照）内側に対応する位置に施されている。
　以下、詳しく説明する。
【００１０】
　まずは、床暖房ユニット１を構成する各部材の構成等について説明する。
　床暖房ユニット１を構成する基材３と仕上げ材７とは、分離された分離型のパネル体と
され、基材３と仕上げ材７との間に均熱板５を敷設して床下地材８（図３参照）の上に積
層されて設置される。このように仕上げ材７が基材３と分離されているので、仕上げ材７
をユーザの好みに合わせて選ぶことができる。
　仕上げ材７は、特に限定されるものではなく、床暖房に対応したものであれば、合板や
ＬＶＬ等の木質積層板、パーティクルボード等の木質ボード、またはインシュレーション
ボードやＭＤＦ（中密度繊維板）等の木質繊維板の床材を採用することができる。
　また仕上げ材７として、無垢材などの木質系材料から薄平板状に形成されたものとして
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もよい。さらに、上述のような木質系材料から形成されたものに限られず、石膏ボード等
の無機質系材料や合成樹脂系材料、クッションフロア、カーペット、コルクタイル等から
形成されたものとしてもよい。
　図３の符号９は、基材３の周囲に設けられる周辺板材であって、上述のような合板など
の木質ボードが用いられる。基材３が配設されている領域を暖房領域とすれば、周辺板材
９が配設されている領域は非暖房領域となる。
【００１１】
　仕上げ材７は、長方形状の平板体で構成され、隣り合う仕上げ材７，７同士が実結合さ
れ、隙間なく敷き詰めることができるように構成されている。仕上げ材７は、均熱板５の
上面５ａに小根太４の長手方向に沿って複数並設され、仕上げ材７と小根太４とが、図１
（ａ）や図３に示すように略直交するように配置される。仕上げ材７の短手方向（小根太
４の長手方向）の両端面７ｂ，７ｂには、接合部７０，７１が形成されており、接合部７
０，７１のうちの一方にはマーキング６の位置に合わせて釘１０が打ち込まれる。図２（
ａ）において、符号７０ａは、釘１０が打ち込まれる釘打ち面を示している。そして接合
部７０，７１のうちの他方は隣合う仕上げ材７の先に打ち込まれた釘１０を隠すように接
合する。
　接合部７０，７１の構成、形状は図例に限定されず、例えば打ち込んだ釘頭１０ａが目
立たないように釘打ち面７０ａが端面７ｂの内側に掘り込まれた位置とされていてもよい
し、予め窪みが形成されているものであってもよい。また仕上げ材７を固定する釘１０の
種類は特に限定されないが、床用とされた３８ｍｍ以上のスクリューくぎが望ましく採用
される。また釘打ち後の釘頭１０ａは、ポンチなどの工具で釘打ち面７０ａに埋没させる
ようにすれば、実結合がしやすく見栄えのよく仕上げ材７を敷設することができる。そし
て図例では、接合部７０に釘１０が打ち込まれる場合を示しているが、雌実が雄実に接合
した際に雄実によって隠蔽されるものであれば、雌実となる接合部７１に釘１０が打ち込
まれる構成としてもよい。さらに、仕上げ材７の長手方向にも接合部が形成されていても
よい。その場合はいずれか一方の接合部に釘やステープル等が打ち込まれる。
【００１２】
　基材３は、略長方形状に形成され、パイプ２内を流通する熱媒体の熱が床下地材８側へ
逃げないように断熱性を備えたものが望ましく、例えば発泡樹脂材からなるものとしても
よい。パネル体からなる基材３の上面３ａには、上方に開口した凹溝３０が形成されてお
り、この凹溝３０には、図１に示すようにパイプ２が嵌め込まれる。また基材３には、小
根太４を配設するため小根太設置孔４０が形成されており、小根太４は、この小根太設置
孔４０内に嵌め入れられた状態で設置され、基材３の厚みと同じ厚みとされる。基材３に
設けられる小根太４は、長手方向の一部で所定の隙間Ｚ（図１（ｂ）参照）を有する形で
分割した小根太４を短手方向に所定間隔で並設し、隙間Ｚからパイプ２の一部を挿通させ
た状態で小根太４，４間にパイプ２を配設している。よって、小根太設置孔４０は、小根
太４が上述のように並設されるように凹溝３０と重ならない位置に、また小根太４の形状
、大きさに応じて形成され、図例のものは、略長方形状とされた貫通孔とされている。
【００１３】
　パイプ２は、中空の管状体からなり、図例のものは円管状のものを示している。パイプ
２は、基材３に形成された凹溝３０の形状に合わせて配設しやすいように樹脂材等からな
る可撓性を有したものであることが望ましい。パイプ２の径寸法は、特に限定されないが
、例えば７．０ｍｍ～７．４ｍｍの径寸法とされたパイプ２を用いることができる。パイ
プ２内を流通する熱媒体としては、温水、不凍液、ガス、蒸気等を採用することができる
。熱媒体は、室外等に設けられた熱源機によって加熱され、加熱された熱媒体は、ポンプ
（不図示）等によって一方向にパイプ２へ送り込まれ、パイプ２内を流通し循環するよう
に構成されている。
　パイプ２が配設される凹溝３０の形成パターンは特に限定されず、平面視において一本
のパイプ２を蛇行させて配設できるように形成してもよいし、つづら折りのようにパイプ
２を折り返して配設できるように形成するようにしてもよい。またパイプ２を分岐させて
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　パイプ２と凹溝３０との間には、アルミニウム製シート等からなる伝熱部材（不図示）
が配され、これにより、パイプ２が発する熱を均熱板５へ効率よく伝えることができる。
【００１４】
　均熱板５は、アルミニウム製シート等からなり、基材３と仕上げ材７との間に挟まれて
設置され、基材３の上面３ａを覆うように設けられる。これにより、伝熱部材に伝わって
きた熱やパイプ２が発する熱を効率よく仕上げ材７へ伝えることができる。
　均熱板５には、小根太４の設置位置に対応させて釘打ち可能範囲を表示するマーキング
６が施されている。マーキング６は黒、青、赤等のマジックや印刷などでライン表示する
ようにしてもよいし、テープを貼り付けて表示してもよい。
【００１５】
　マーキング６は、少なくとも小根太４の分割した縁部４ｂから所定寸法Ｘ内側に対応す
る位置に施されている。すなわち、マーキング６の長手方向の縁部は、小根太４の長手方
向の縁部４ｂから所定寸法Ｘ内側に表示される。またさらにマーキング６の短手方向の両
縁部も小根太４の短手方向の両縁部４ａ，４ａから所定寸法Ｘ内側に表示するようにして
もよい。
　このようにマーキング６が施されているので、マーキング６の表示内であれば、所定の
釘打ち角度でどこから打っても、釘胴部１０ｂが確実に小根太４に達し、確実に仕上げ材
７を固定することができる。
　なお、ここでは、マーキング６の短手方向の両縁部も小根太４の短手方向の両縁部４ａ
，４ａから所定寸法Ｘ内側に表示するようにした例を示しているが、この短手方向側は実
際に小根太４が設置されている位置に対応する位置にマーキング６を施すようにしてもよ
い。
【００１６】
　所定寸法Ｘは、仕上げ材７の釘打ち角度「θ」に基いて算出される。
　より詳しくは、図２（ａ）、（ｂ）を参照しながら、所定寸法Ｘの設定について説明す
る。
　仕上げ材７の釘打ち角度「θ」は、４０°～７０°、望ましくは、４５°～６５°とす
る。そこで、接合部７０の釘打ち面７０ａから小根太４の下面４ｃ（図２（ａ）参照）ま
での寸法を「Ｙ」したとき、所定寸法Ｘは、Ｘ＝Ｙ・ｔａｎθ　で計算できる。このこと
を模式的に示した図が図２（ｂ）であり、具体的には、以下の表が成立する。なお、以下
の表は、Ｙ＝２０ｍｍとして概算した例である。
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【表１】

　よって、所定寸法Ｘは言い換えれば、釘打ち角度θが４５°以上であれば、接合部７０
の釘打ち面７０ａから小根太４の下面４ｃまでの寸法以上とすればよいといえる。
【００１７】
　このように算出した所定寸法Ｘに基づいて均熱板５にマーキング６を行い、マーキング
６上に仕上げ材７の接合部７０を配置して釘１０を所定の釘打ち角度で打ち込めば、釘胴
部１０ｂが確実に小根太４に達し、確実に釘１０の保持力を得ることができる。
　このとき、施工者は視認できない小根太４の設置を気にすることなく、マーキング６の
範囲内であれば、どこから釘打ちしても、確実に小根太４に釘１０を打ち込むことができ
るので、パイプ２や基材３に打ち込んでしまう心配がなくなり、作業しやすくなる。また
以上により、確実に仕上げ材７を釘で固定できるので、施工後の仕上げ材７の浮き、目隙
、音なり等の不具合の発生も防ぐことができる。
【００１８】
　なお、床暖房ユニット１、放熱部材（２）、基材３、小根太４、均熱板５、マーキング
６、仕上げ材７などの構成、形状は、上述及び図例のものに限定されない。
【符号の説明】
【００１９】
　１　　　　　　床暖房ユニット
　２　　　　　　パイプ
　３　　　　　　基材
　３ａ　　　　　上面
　４　　　　　　小根太
　４ｂ　　　　　縁部
　５　　　　　　均熱板
　５ａ　　　　　上面
　６　　　　　　マーキング
　７　　　　　　仕上げ材
　７０　　　　　接合部
　７０ａ　　　　釘打ち面
　１０　　　　　釘
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　Ｘ　　　　　　所定寸法
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【図１】 【図２】



(8) JP 2013-250011 A 2013.12.12

【図３】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

